
グラフ凡例
当該団体値（当該値）

類似団体平均値（平均値）

平成26年度全国平均

※　平成22年度から平成25年度における各指標の類似団体平均値は、当時の事業数を基に算出していますが、管路経年化率及び管路更新率については、平成26年度の事業数を基に類似団体平均値を算出しています。

全体総括

　投資計画の中心は「水道施設耐震化計画及びア
セットマネジメント」（H24策定）により、H31まで
をめどに配水場やポンプ場の耐震性能向上に資する
工事を続けます。その後、基幹管路（送水管・配水
本管）の耐震性能や経過年数を加味し、重要度の高
いものから耐震管への布設替工事を行う予定です。
併せて、施設の統廃合、管路の口径の見直しなど水
道施設のダウンサイジングも行っていく予定です。
　継続的に行うためには、財源計画と投資計画の収
支均衡が図られる必要があります。財源の主なもの
は、料金収入、企業債、繰入金です。指標④から窺
がえるように企業債残高は低いものとなっていま
す。世代間負担の公平化などを考慮しつつ、今後の
人口減少に伴う料金収入の減少も視野に入れ、適正
な企業債の水準の検討や料金を中長期的な観点から
適正に算定するなど、「財源」と「投資」の収支均
衡を図っていきます。

「施設全体の減価償却の状況」 「管路の経年化の状況」 「管路の更新投資の実施状況」

2. 老朽化の状況について

　可児市の水道事業は、昭和37年に供用開始し、平
成24年には50年を経過しました。有形固定資産に
は、建物、配水池、ポンプ場、送配給水設備（管
路）、機械・装置など様々なものがあり、法定耐用
年数にも違いがあります。①有形固定資産減価償却
率は、有形固定資産の老朽化度合いを示していま
す。数値は各年度を通じて類似団体の平均を下回っ
て、H26では43.25％で全国平均も下回っています。
　その中で管路に着目した指標②管路経年化率は、
管路の老朽化度合いを、③管路更新率は、当該年度
に更新した管路延長の割合を示しています。②では
法定耐用年数を経過した管路の割合は、各年度を通
じて類似団体の平均を下回っていますが、H25より
数値が伸び始めました。③では管路の更新ペースや
状況が見られ、類似団体の平均を下回り、H26は
0.20％と低い水準です。今後は大規模住宅団地の老
朽管布設替事業を進めていく予定です。

「料金水準の適切性」 「費用の効率性」 「施設の効率性」 「供給した配水量の効率性」

2. 老朽化の状況

1,282.66 【】

分析欄

1. 経営の健全性・効率性 1. 経営の健全性・効率性について

- 94.59 99.62 3,434 100,278 78.18

　指標①経常収支比率は、当該年度の給水収益（水
道料金）や一般会計からの繰入金などの収益で、維
持管理費や支払利息などの費用をどの程度賄えてい
るかを表すもので、100％以上となれば黒字です。
H22～H25は100％に届かず、特別利益（加入分担
金）で賄っていた。H26は地方公営企業会計制度の
見直しによる長期前受金の収益化や県営水道料金の
値下げによる受水費の減少などにより100％を超え
た。また、指標⑤料金回収率は、給水に係る費用が
どの程度給水収益で賄えているかを表すもので、指
標①と同じ傾向が見られます。
　指標⑥給水原価は、有収水量1㎥あたり、どれだ
けの費用がかかっているか表すもので、類似団体の
平均を上回っており、「原価の高い水」となってい
ます。この費用の50％以上を受水費が占め、減価償
却費と合わせると費用の80％を超えています。
　水道施設について、指標⑦施設利用率は、一日配
水能力に対する一日平均配水量の割合を表し、53％
前後の数値で類似団体の平均を下回っている。配水
能力の過剰な状況が窺がえるため、今後の人口減少
による水需要を予測し、施設の耐震化事業などを通
して適切な施設規模としていく必要があります。ま
た、指標⑧有収率は、100％に近いほど水道施設か
ら給水される水量が漏水なく、使用者に届いている
かが分かり、93％前後の数値で類似団体の平均を上
回っています。水源を県水の購入に頼るため、無効
水量を減らすよう昭和40年代に使用された塩化ビニ
ル管が残存する大規模住宅団地の布設替工事を進め
る予定です。

「経常損益」 「累積欠損」 「支払能力」 「債務残高」

1,152.72 ■

資金不足比率(％) 自己資本構成比率(％) 普及率(％) 1か月20ｍ
3
当たり家庭料金(円) 現在給水人口(人) 給水区域面積(km2) 給水人口密度(人/km2) －

法適用 水道事業 末端給水事業 A3 100,944 87.57

経営比較分析表
岐阜県　可児市
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②累積欠損金比率(％) ③流動比率(％) ④企業債残高対給水収益比率(％) 

⑤料金回収率(％) ⑥給水原価(円) ⑦施設利用率(％) ⑧有収率(％) 

①有形固定資産減価償却率(％) ②管路経年化率(％) ③管路更新率(％) 

【113.03】 【0.81】 【264.16】 【283.72】 

【89.78】 【59.80】 【164.21】 【104.60】 

【46.31】 【12.42】 【0.78】 


